
転倒防止対策のポイント
旭川署における転倒災害発生状況(４か年)

事業主・作業員の皆さまへ

旭川労働基準監督署

職場に潜む危険などは、視覚的に捉えられないものが数多くあります。それらを可
視化(見える化)することで、より効果的な安全活動を行うことができます。これを「見え
る」安全活動といいます。

「見える化」は、危険認識や作業上の注意喚起を分かりやすく知らせることができ、ま
た、見える化や具体的な取組み方法について、新たなツール(裏面の厚生労働省ホー
ムページ)も含め紹介しています。職場の危険を「見える化」し、安全確保に努めましょ
う！！！
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旭川署管内における転倒災害発生状況
(平成３０年から令和３年まで)合計２４８７件の内
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〇 「見える」安全活動のすすめ

職場環境の改善を図りましょう！！！

旭川署管内における平成30年（2018年）から令和３年（2021年）までの休業４日以上の転
倒災害は、平成30年158件、令和元年149件、令和２年173件、令和３年149件の合計629件と
なっています。
事故の型別に見ると、４か年で全産業の労働災害総件数が2487件、そのうち転倒災害が約

25%を占めトップであり、休業日数についても１か月を超える重篤な災害が50%以上を占めて
います。
このような状況を踏まえ、厚生労働省では、「STOP！転倒災害プロジェクト」を推進してお

り、当署からも転倒災害防止に向けた、総点検等、職場環境の改善をお願いします。



① 災害発生現場にとどまらず、全従業者に対して災害発生の周知と各自の靴の状態を点検した。

STOP！転倒災害プロジェクトの詳細は、厚生労働省ホームページをご覧ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000111055.html

厚生労働省トップページ ＞ホーム >政策について >分野別の政策一覧 >雇用・労働 > 労働基準 >安全・衛生 >
転倒災害防止対策

転倒災害防止対策好事例
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② 滑りやすい危険箇所がないか再確認と併せて、滑止用まき砂を用意し、融雪剤を散布した。

③ 安全衛生委員会での事例報告及び対策の検討を行い、計画的に従業員教育を実施した。

④ 4S活動(整理・整頓・清掃・清潔)を徹底し、定期的に見廻りを実施した。

⑤ 転倒しにくい作業方法を検討した。

⑥ 作業に適した滑りにくい靴を配付し、着用を徹底した。

⑦ 職場の危険マップを作成し、危険情報の共有化を図った。

⑧ 転倒危険場所の「見える化」を促進し、ステッカー等で注意喚起した。

⑨ ストレッチ体操や転倒予防のための運動を実施した。

⑩ 天気予報等の情報に基づき、悪天候の外勤を控える等、早めの対策を実施した。


